緑の 色が 黒く 見えて 尊げ な 星の 群が 輝き 出した 時し 

なければ ならない 事 をす ました 後の 様な 気持で 室に 

戻 つ た 千世 子 は 習慣 的に 机の 前に さも 大した 事が あり 

そうにび つ たりと 座った。 

ゴンドラの 形 をした 紙切り を はさんだ 読み かけの 本 

の 頁 を やたらに バ ラバ ラ とめく つた リ して 眠る までの 

時間の 費し 方 を 考える 様な 様子なん かした。 

誰か 来れば いいのに I - 

門の 外 を 通る 足音に 注意 した リ わざわざ 女中 を 呼ん 

で、 

誰か 来る つ て いいやし なか つた かえ。 



ときいたり なんかした ほど 千世 子に は 友達の 来る のが 

待 たれた。 

だ (ママ) 

かなり 夜に なっても 誰 あれ も 意 志 の 悪い 様に 訪ね 

て 来なかった。 

我まん が 仕切れな くな つ て、 

お前 ほんとうに、 お気の毒 だけどね え、 

一 寸 行って お 京さん を 呼んで 来て お呉れな。 

どうで も 来て いただかなければ ならな いんです か 

ら つ てね。 

と 口上 を 教えて 女中 を 一 番 近所に 住んで 居る 京 子の 所 

へ迎 にやった。 



なけり や あなら な いんだ もの。 

今の 仕事が 片づ くと 当分 は 自由で 居られる。 

京 子 は 立ち あがって 「おはしょり」 をな おしながら 

これから 家に 帰って ねる までの 事 を 話したり した。 

「どうした つ て 十一 一時 だもの。 

それで 六 時が なれば 起き るんだ から 寝不足で 黄色 

な 顔 をして 居な けり や あなら な いのは 無理 もな い。 

「それじゃ あ 日本人の 先祖 はよ つぼ ど 寝不足ば つ か 

リし つづけた ものと 見える。 

(ママ) 

貧 亡 ひまな しで —— 

こんな 事 を 云って 笑いながら 千世 子 は 京 子に かす 本 



でも 今日はよう ござんす よ、 

きま つ た 事が な い ん だから。 

今日は 一 人なん です か？ 

( 一 一字 分 空白) 

「いいえね、 口 口 そこの 例のう ちへ 来たんで す。 

ほら、 あの 先 一度 会った じゃあありません か あの 

中 村って 云う 人ね、 

あの人と 来たんで す。 

でも 他所に 用が まだ 有 るんだ つ て 京 橋へ 行き まし 

たよ！ 

「へえ、 わざわざ 用 を 作つ たんです よ、 

そうにき ま つ てます ともね。 



陽気な 声で 千世 子 は 笑った、 そして 手 をのば して 篤 

が 今まで 読んで 居た 本の 頁 を わけもなく めく つたり し 

た。 

「ほんとうに ねえ。 

今年 は 今つ から 海岸に でも 行つ てたら どうです？ 

「今 はま だ 東京に 居とう ござんす よ、 

今頃の 東京 は 一 寸 ようご ざん すから ねえ。 

ネルの 着物 を 着る 頃の 銀座の 通りが 大好きで すよ _ 

かなり 長い間 おぼえて 居られる 人 を 見られる しす 

るから。 

「私なん か 一 寸 でも おぼえて 居られる 人に 会った 事 



篤 はしず かに 歌 をつ けた。 

低い ゆ— らリゅ ー らり とした 歌に 千世 子 は 涙 を さそ 

われる 様な 心に 柔 さが 出て 来た。 

ほんとうに 好い 曲です ね。 

千世 子 は 幾度 も 幾度 も、 繰返し 繰返して 「ふた」 を 

しながら 後に 居る 篤に 云 つ た。 

ああ、 貴方に 不思議な 気持の する 音 をき かせて あ 

げ ましょう。 

した 蓋 を わざわざ 開けて 千世 子 は 篤の 方 を 見ながら 

c D の 音 を 一 度に 出した。 

完全 四 度の 音程の その 音 は 三角 派の 絵の 様に 奇怪な 



そして ど つかに 心安い 安らかな 思いの こもった 響で そ 

の 余韻に は 鋭い 皮肉が ふくまれて いかにも 官能的な 音 

であった。 

「ねえ、 ワイルドの 作品の 様な —— 

音 をき きすます 様な 目 をして 千世 子 は 云 つ た。 

「幾分 か はそう 思います けど —— - 

それほどに 感じません よ。 

千世 子 は 篤の 答に がっかりした 様に 首 を 振って 静か 

に 蓋 を 閉じた。 

「貴方、 割合に 鈍 いんです ねえ、 

いけない じゃありません か、 そんな じゃあ。 



「又 私に わからない 私の 知らない 事なん でしよ 

う？」 

「いいえ、 考える事 でも 思い出さなければ ならない 

事で もな いんです。 

「私の 驚く ほど 奇麗 だと 思う もの —— 

月の 光の 中の 雪と ォパ アルと 日向で 見る 銀器と。 

篤 は 行きつ まった 様に 千世 子の 方 を 見て 笑った。 

I A A *ス* ス そ、 ゥです 

ほんとうに そんな ものの 中に 生きて 居る の はほん 

とうに 奇麗な もんです。 

でもね 私 はもつ と 知って ますよ。 



うけれ 共、 自然の 中の 美く しさ は それと 同じです。 

ねえそう じゃあありません か、 

(ママ) 

世の中の 人が 十 分の 九十 九まで 自然の 美く しさ 

を 非難したり 馬鹿にした つ て 私 だけ はほんと うに 二 

心の ない 忠臣で 居られる。 

私が 或る時 は 守って やり 又 或る時 は 守られる 事が 

出来る まで 私と 自然の 美く しさ は 近づいて 仲よ しで 

居る 事が 出来る。 

こんな 事 も 云った。 

篤 は のぼせた 様な 千世 子の 頰と 赤い 若々 しい 唇 を 見 

ながら 云った。 



私 一 人 かもしれ ない けどそう 思 つ てます、 

又き つ とそうで あるら しゅう) J ざん すよ。 

運命 なんても の は どんなた くらみが して あるかし 

れ たもんで すか。 

運命の 司が 『なぐさみ』 の 多い 様に 気の 小さい 人 

間 共に あやうい 芸当 を させて よろこ ぶんです よ。 

意 志 つばり でも、 と 云った 調子に 千世 子 は 強く こ 

んな事 を 云った。 

そしてもう ほんとうに しんから つかれた 様に 椅子に 

頭 を もたせて 眼 をつ ぶ つ て 居た。 

疲れたんで しょう？ 



篤 は 笑いながら きいた。 

え え 

あんまり しゃべり 様が 多 かったん でね。 

い つも 斯うなん ですから。 

欠伸 を 歯の 間です る 様な 声で 云 つ た。 

「私もう 帰ります よ 六 時半までの 約束が 一 つ ある、 

よう や つ と 今から 間に合う ほど だから。 

いっか 上ります よ、 誰かと 一緒に II 

「ええ そい じゃあ 左様なら、 

つれて 来ても 好い から 半端な 数に しちや あいけ ま 

せんよ。 



から 想像して 居ます。 

うすっぺらな 手紙 を 女中に 出させてから 明日 金物屋 

へ 「きゃしゃ」 な 「ふせかご」 を 命じる 事 を 忘れて は 

ならない 事の 様に 思いつ づけて 居た。 

お前ね え、 

どうしてもそう 云わな けり や あいけ ない よ！ 

千世 子 は 女中の 顔 を 見るな りい きなり 云った。 

何で) 」 ざいます？ 

何 かお 云いつ けんな つたんで ございま すか？ 

女中 は 怒られる 事 を 予期して 居る 様な 眼つ きをして 

罟 ると 思 つ て、 



たのん どいで。 

三日 位までで ね。 

「何だろう まあ。 

女中 は 大きな 声で 笑いながら、 

鳩の 事で ございま すねえ。 

と 今 思い あた つ たらしく 云 つ た。 

「たった 二 匹 ぼつち の 鳩 をお 入れになる のに 一 間 半 

な ん て 長さが いるんで ，1 ざ います か？ 

「だ つてお 前せ まかったら 気の毒 じゃあな いか、 

一 間 半 だって これつ ぼつち だよ。 

わざわざた つ て 行つ て 千世 子 は 柱から 柱までの 間 を 



の。 

こんな 事 を 云いながら 美く しい 濃い 芸を 見せる と 

云 つ て 京 子 は 散々 に 松 蔦 を ほめちぎ つ た。 

そんなに？ 

千世 子 は 気のない 様な 調子に 聞いて 居た。 

つめたい 御茶 をのみながら 二人 はだ ま つて てんでん 

に 別々 な 方 を 見て 居た。 

何と はなし もの 足りない 気持が 千世 子の 体中に みな 

ぎ つ て 居た。 

r 一 寸 居ます か？ 

暗い 外から 誰かが 声をかけた。 



るの を 上から 見ながら 云った。 

「この 人 はねえ、 チョコ レ —„ ^の そこぬけ なんです よ 

先にね え、 『海の 夫人』 だか 何だった かの 時に 喰べ た 

のた ベない のつ て —— 

その あげくが 喉 はいら いらす る 夜 は 眠られない つ て 

夜中の 二 時 頃 わざわざ 手紙なん か 書いて 私の 所へ よこ 

したんです よご 

篤 はい つもに なく こんな 事 を 云った。 

「そんなに 云う もん じゃあな いよ。 

少し 上つ かわの かすれた 様な 細い 丸い 声であった。 

笑う 時 少しの ぞいた 歯 は 寒くなる ほど 白い。 



知なら。 

かるく 頭 を さげて 千世 子 は 笑った。 

そして まだ 後 姿の 見える うちに 部屋へ ひ つ こんで し 

まった。 

—— 〇 II 

( 一 字 分 空白) 

辺 □ な 暗い ばっかりで 何のし なもない 夜道 を 

二人 は ぴったり ならんで 歩いた。 そして 若い 女達が よ 

くす る 様に お 互に 手 をに ぎりつ こして 水溜り 等に 来 か 

かると、 水 溜の 上に 二人の 手で ァ— チを 作って とび 越 

えたり した。 小石 をけ とばしながら 篤 は 肇の顔 を のぞ 

き 込む 様に してきいた。 



こんな 事 を 云われる のが 嬉しい ほど 人な つ つ こい 気 

持に なって 居た 千世 子 はたびた び いかにも すなおな 娘 

らしい 調子で 母親の 処へ 手紙 を 書いた。 

叱 かられる 京 子の 眼 をぬ すんで 書く と 云う 事が 一 つ 

の 興味 ある 事で も あ つ た。 

床に ついてから 七日 目の 日 は 朝から まるで 夏が 来た 

様に あっかった。 

「まあ ほんとう にあ つ い、 

こんな 『かいまき』 を かけて ちゃ あゆ だつ ちゃう _ 

『女中』 にそう 云って 赤い うすい 『かいまき』 を 出 

させて 下さいな。 



十五 六から 一 一十になる まで 心の中に 新ら しい もの 

ひと 

が 生れる と 同じ様に 四十 位の 女の 心に は 又 新ら しい 

或る ものが 産れ て 居 るんで すよ、 

私達に は 到底 分らない ものが ねえ。 

千世 子 は 午後に な つ てから 自分で も 変 だと 思う つ 位 

気分が よくな つた。 

その 日まで 着て 居た 着物 をぬ いでし つ とりと 折目の 

つ いたのに 着かえ た。 

細つ こい 胴に 巻きつ く 伊達巻の サャ サャと 云う 気軽 

な 音 をき きながら、 

木の 深い 森へ 行きと う) J ざん すねえ。 



すぐ そ Y J の ほら、 

先に 行きました つ けね え、 

あすこ へ 行きましょう よ、 

どんなにい いでしょう ねえ。 

千世 子 はそんな 事 を 云いながら わきに 絵筆 をかん で 

居た 京 子 を つっつ いた。 

「あしたつ からまた 一 週間 寝た けり や あ 行き ましよ 

うさ。 

とりすました どこまでも 千世 子の 保護者 だと 云う 様 

な 調子に 云った。 

千世 子 は それなり だま つ た。 



床の 上に 座って 白い 鳩の 舞う の を 見て 居た 千世 子 は 

小声に 思い出す 歌 を つづけざま にうた つ た。 

そして 晴れ ばれした 安心した 気持に なった。 

「ねえお 京 さ ん 私もう す つ か り 治 つたら しゅ う.》 J ざ 

ん すよ。 

そ リゃぁ 頭が 軽くて いい 気持 だ。 

「貴方なん か 治った と 思ったら 一 分と たたない うち 

に 治つ ちまい ましょうよ、 

自分で 病気 を 作 るんだ もの。 

起きて 居た いんでしょう。 

「でも 少し 頭が フ ラフラす る。 



「云った つてい いんなら お話しな さいな。 

フス A 

肇は だま つ て 庭の 方ば かり を 見て 居た。 

その 思い あま つ た 様な 目つ き やしま つ た頰を 見る と 

千世 子に は 肇が何 を 思 つ てる かが 大抵 見当が ついた。 

「ねえ 笹原さん？ 

私が 云 つ て 見ましょう か。 

家庭の 事なん でしよう、 

それで 考えて いら つし や るんで しょう、 

き つ とそうで すよ。 

千世 子 はいかに も 確 B が あると 云う 康に 云った。 



(ママ) 

必 してない といっても いい 位でしょう からね え。 

でもね お 互に 人間なん だから あんまり 批評 的に 見 

ると 必 していい 気持の する 事ば つかり はあり ませ 

ん からね え。 

い つもに なく 静かな 気持で 千世 子 はこん な 事 を 話し 

た。 そう 云う 事 —— 今肇 がな やんで 居る 事 等 は 千世 子 

のもうと つくに 解決の つ いて 居る 今から 思つ て 見れば 

何でもない 事で あつたの だ。 

千世 子の 家 は おだやかに 暖 くて 四辺の 人が すべ て 千 

世子の ためば かりに 心 を 用いて 居て 呉れた。 

「それ だのに どうして だ つたろう」 



「見つけた ねえ、 きっと。 

「見つけた とも、 そり や あ、 

こっち を 見て 笑った もの。 

一 一人 は 可笑し さ を 堪えかねた 様に して 隅つ この 椅子 

によつ かかつ て 戸の 開く の を 待った。 

「いつい らっしゃつ たんです、 

さあ つきつ から あすこに 居たん です か。 

(ママ) 

赤い 様な 顔 を 千世 子 ははず む 様な 声で 云った。 

フス 、ス。 

一 一人 は 一 時に 云った。 
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